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義的に決定することは困難である. そこで，第 3 章では，第 2 章で得られた流速デ一夕を用いて，空 
間平均操作に基づいて定義される乱流量の時•空間分布特性を明らかにし，それらとReynolds数との 
関係についても明らかにするとともに，第 2 章で得られた結果との比較を示した.
第 4 章では，平均流の非定常性が乱流生成•発達機構に及ぼす影響について検討することを目的と 
して，振動流場に設置された多孔質体を通過する流体運動の計測を行い，空間平均操作に基づいて定 
義される乱流量の時•空間変動特性，およびReynolds数やKC数との関係を明らかにした. また，第 3 
章に示した一方向定常流場における乱流特性との比較を示した.
第 5 章では，第 2 章から第4 章で得られた乱流量の時•空間分布の実測結果を踏まえ，多孔質体間 
隙部およびその近傍の乱流量を予測することが可能な非線形乱流モデルを提案し，その妥当性につい 
て示した.
第 6 章では，第 2 章から第5 章で得られた結果をまとめ，結論とした.
























大きい. よって，本論文の著者は，博 士 （工学）の学位を受ける資格を有するものと認める.
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